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【目的】 

本研究では，特性不安の程度が，アイオワ・ギャンブリング課題（Iowa Gambling Task：以下，IGT

における意思決定の時間的推移に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

【方法】 

実験参加者 大学生 18名（女性 18名，平均年齢 21.5±1.4歳）のデータを分析対象とした。 

実験材料 (a)特性不安：新版 STAI（肥田野他，2021），(b)意思決定：Iowa Gambling Task ，(c)SCR：

ポリグラフ装置（Polymate II, AP216, TEAC）を使用し，回答および実験参加を求めた。 

倫理的配慮 参加者には，実験参加は自由意思によるものであること，参加拒否による不利益はない

ことなどを文書で説明し，同意が得られた者が参加した。 

【結果・考察】 

特性不安の程度による IGTの成績変化の推移の差異を検討するため，特性不安各群における IGT試行

時の不利な山からの選択の割合の平均値の推移を示した結果, 特性不安高群は, IGTの試行が進むにつ

れて，不利な山からの選択の割合が減少した。一方，特性不安低群は，試行の進行において増減が繰

り返された。また, 特性不安の程度による IGT試行時の SCRの推移を検討するため，SCRの差（［不

利な山からの選択直前の SCR］ − ［有利な山からの選択直前の SCR］）を算出した結果, 特性不安高

群では負の値をとり, 特性不安低群では試行の進行において増減が繰り返された。 

これらのことから，特性不安の両群では異なる様相が示された。特性不安高群は，試行を重ねるにつ

れて有利な山から選択をすることが多くなり，試行の中盤から終盤にかけて有利な山からの選択直前

の SCR が増加した。一方で，特性不安低群においては，不利な山からの選択直前の SCR が増加する

と，合理的な選択が行われ，有利な山からの選択直前の SCRが増加すると，不合理な選択が行われる

傾向にあった。したがって，特性不安の程度によって，ソマティック・マーカーの作用が異なり，そ

の結果として，意思決定の時間的推移に差異が生じたと考えられる。 

今後は，ギャンブル障害といった意思決定と関連する臨床像において特性不安の程度を考慮した支援

方法を検討できると考える。 
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